不足物資の供給ルートについて

2011年3月30日

　3月11日の震災後、20日が経過しました。仙台市内は物流が回復してきていますが、地域によっては、いまだ物資の不足が報道されています。市内でも通常営業をしているスーパーもありますが、短縮営業をしているところが多いのが現状です。
避難所、施設に加え、震災後、自宅で生活している方、高齢の世帯、乳幼児のいる方、仕事のために短縮営業しているスーパーなどで買い物ができない方が、介護用品、生活用品、乳幼児の用品を入手しにくい状況にあると推測されます。

　こうした状況にすこしでも対応するために、不足している物資を東京のＮＰＯなどから送付してもらうルートをつくりました（物資は無料で提供されます）。対象は、避難所、施設、自宅で生活している方、仕事で買い物に行けない方など、とくに制約はありません。現在手配している品物は、2頁のリストをご参照ください（リストにないものは、２と３の連絡先にご連絡いただければ可能なかぎり準備いたします）。
　
1、「つなプロ」事務局へおもむいて、入手する（避難所への配送も可）。
〒980－0804　仙台市青葉区大町1－3－7　横山ビル6Ｆ

担当：「つなプロ」マッチング班（080－3303－3224）
　こちらに東京のＮＰＯなどからの支援物資を集約しています。現在、来週から順次届くように手配中です。

2、キャンナス仙台中央からの供給
【連絡先】
鳴海　幸（キャンナス仙台中央）　090－5987－6823、imurastar10@lagoon.ocn.ne.jp
　医薬品・介護用品などを中心に対応。受取などは相談の上、対応。
3、直接、東京のＮＰＯから宅急便で送付。

【連絡先】

本村昌文（介護者応援ネットワークみやぎ）090－6689－1422、tomtom7081@yahoo.co.jp
　宅急便の配達可能地域に限り、施設、事業所、個人宅、いずれも対応可能です。

送付を請け負う団体は、ＮＰＯ法人介護者サポートネットワークセンター・アラジンで、東京で介護者サポート活動をしている団体です。介護用品、生活用品、乳幼児の用品など対応可能。

　

肌着

靴下

ズボン

トレーナー

新聞雑誌

佃煮など

おしり拭き

ゴミ袋

老眼鏡

虫眼鏡

ストロー（ペットボトルに穴を開けて利用、適時取り替えられるくらいの本数はない） 

入れ歯洗浄剤

各種口腔ケア用品（普通の歯ブラシ以外のもの）

ドライヤー

毛髪ブラシ

リップクリーム等（唇がカピカピの男性多い）

爪切り

手鏡（洗面所に行けない人要る）

ペーパータオル

保湿クリーム

基礎化粧品

髭剃り

口腔用スポンジ

口腔ケアウエッティロールタイプ詰替用

綿棒

資生堂水の入らないシャンプー

サルバおむつ取り替えぬれタオル

ボディミスト液

ピジョン手指消毒スプレー

消毒用エタプラス（ポンプ付き）

大人用紙おむつテープ式Ｍ・Ｌ

大人用紙おむつパンツタイプＭ・Ｌ

尿取りパット各種（１・2回用から夜用まで）

とろみ剤

